
（様式１）        令和４年度「緑と水の森林ファンド」事業助成申請書 

 

                                                     令和３年１１月１２日 

公益社団法人 国土緑化推進機構 

          理事長 濱 田  純 一 殿 

                                  申請者 富山市舟橋北町 4番 19 号 

公益社団法人 とやま緑化推進機構 

                          理事長 髙 木 繁 雄（公印省略） 

 

            「緑と水の森林ファンド」事業助成金の交付申請について 

 

  学校環境緑化モデル事業として、下記のとおり実施したいので「緑と水の森林ファンド」 

事業の助成金の交付を申請します。 

                                    記 

１  事業計画 

事 業 名 学校環境緑化モデル事業 

（ふりがな） 

学 校 名 

（くろべしりつ ちゅうおうしょうがっこう） 

黒部市立  中央小学校 

（住所）〒938—0014 黒部市立植木 118 番地 

学校の概要 

生徒数 

１８学級（特別支援学級４学級を含む） 

児童数 ４５４名 教職員数 ３３名 

事業実施主体 黒部市立 中央小学校 

事 業 目 的 

事 業 計 画 

 

［目 的］ 

本校では、2001 年に黒部川の伏流水を利用したビオトープを造成し、 

自然の大切さを学ぶ場として四季を通して活用している。 

以後 20 年でビオトープ周辺の樹木が大きく成長し、現在、周囲歩道への

落葉落枝、倒木や電線への接触等を防ぐために樹木の剪定等の環境整備が

必要となっている。 

また、ビオトープ池の落ち葉の堆積も多くなり、水の流れ等の機能回復

を図ることで、継続して子供たちの自然を愛する心情や環境保全を図る 

態度を育成する場として活用していきたい。 

［植 樹］ 

ヤマザクラ２本を記念植栽する。 

［樹木の手入れ］ 

樹木（ｺﾅﾗ、ｸﾇｷﾞほか）10 本程度を剪定し明るい環境を再創出する。 

［計 画］ 

・ビオトープ周辺の樹木の剪定をする。（高木の伐採剪定等） 

・子供たちがビオトープ周辺の樹木に名札を付ける。 

・子供たちがビオトープ内の生物の生息調査を行うことを通じて、ビオト

ープ池の機能回復や清掃作業により、今以上に多種多様の生き物が確認

できるか、変化を観察する。 

実 施 箇 所 別紙（位置図、事業箇所の位置図のとおり） 

 事 業 期 間 

 

事業開始（予定）年月日    令和４年 ９月 １日 

事業完了（予定）年月日       令和４年１１月 ４日 

記念式典開催（予定）年月日   令和４年１１月 ４日 



２．資金計画 

（１）収入予算                                             （単位：円） 

  区   分    予   算   額 内      訳 

森林ファンド助成金 500,000  

自己資金  55,000  

    計 555,000  

  

 （２) 支出予算                                              （単位：円） 

  区   分    予   算   額 内      訳 

森林ファンド助成金 445,455 樹木剪定（高木の伐採剪定、中低木の剪定） 

54,545 ビオトープ修繕費（堆積物除去、清掃作業等） 

  

小 計 500,000   

自己資金   35,000 記念植樹 

20,000 看板設置 

  

小 計 55,000  

     計 555,000  

 

３．添付資料 

     学校の概要、事業実施場所位置図 等 

 

４．担当者 

モデル事業実施主体担当者 

     黒部市立中央小学校 

教頭  入井 孝幸  

         連絡先 ＴＥＬ  0765-54-1321 

Ｅmail   kurobe-chuo-es@tym.ed.jp 

 

公益社団法人 とやま緑化推進機構 

専務理事・事務局長  石田 和人 

連絡先 ＴＥＬ 076-441-6186 

                         Ｅmail  toyama-ryokusui@jasmine.ocn.ne.jp 

 



黒部市立中央小学校 事業実施予定場所 

 

１ ビオトープ周辺樹木の伐採・剪定 

  

 

実施場所①—１ 

ビオトープ周辺の高木の枝が密集している。

高くなり過ぎた樹木の倒木が心配される。 

 

 

※平成 28 年の強風時、ヒマラヤスギの倒木

が発生した。 

  

実施場所①—２ 

樹木の枝が歩道側に伸び、落葉落枝があり、

また、電線等に覆い被さっている。 

 

実施場所② 

ビオトープ周辺の中低木に、倒木の恐れがあ

る樹木がある。 

 



２ ビオトープの修繕 

  

実施場所③—1 

土砂や落ち葉等が堆積し、流れが悪くなっ

ている。 

実施場所③—２ 

土砂や落ち葉等が堆積し、流れが悪くなり、 

ウキクサ類が繁茂し好ましくない状況となっ

ている。 

  

実施場所③—３ 

流れが悪く、水質が悪くなりやすい。 

 

実施場所③—４ 

流れが悪くなっており、排水機能の改善が 

必要となっている。 

 

 

 

 

 

 

 



３ ビオトープの配置 

 










